
Ｐ－ＢＡＳＥ 栗本 浩一氏 （防災士） 

▲栗本氏と共にハザードマップを

真剣に見る受講生のみなさん 

▼「ここが浸水想定区域だから、 

ここを通って避難は危険だな」 

▲防災行動計画「マイタイムライン」

を作成しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
 

今回は、防災士でもあるが、福祉事業所Ｐ－ＢＡＳＥの栗本氏を講師にお招きし「防災について

考える」をテーマに講座を行いました。行政が行う防災の取り組みや、ハザードマップを使用し

「マイタイムライン」を作成するワークも取り入れた講座でした。受講生を近隣地域でグループ分

けをして、各地区のハザードマップで自分の住む地域の危険性を確認。時系列に沿って整理し防災

行動計画「マイタイムライン」を作成しました。 

地域単位でグループ分けをしたことにより、ハザードマップを見て危険な箇所はどこか等グルー

プの話し合いもすすみ、自身、家族、近所、地域全体の視点で防災を考える講座になりました。 

 受講生からも、防災について日頃から考えて準備をしないといけないと頭ではわかっていて

も、改めてこのような機会がないと考えることができなかったとの声が多かった。 

 この講座を通して、自分だけでなく家族や近所、地域の人の命を守る講義として達成度、評価

とも高い。 

 

共通講座⑧ 

「防災について考える」 

我が家の防災行動計画「マイタイムライン」 

～雨や風などの災害から身を守る～ 

日時：12 月 13 日(火)10:00～11:30 

場所：豊田市福祉センター 41 会議室 

 

 

 

◆洪水の備えが中心の「防災」講座で、洪水のハザードマップから、私の住む地域は洪水被害はほとん

ど心配がないことを確認できた。また講座の中で「マイタイムラインチェックシート」の記載は、洪

水に限らず地震等も含め「災害」に向けて、普段から備えておくこと、アクションを起こすタイミン

グ、その際に何をするかを「整理」するのに役立てることができた。やっておいた方がいいなと思っ

ていても、中々出来なかったので、いい機会だった。 

 

◆防災士の方から災害の恐ろしさと心得を教わりました。初心に返って、再確認したいと思いました。 

 

◆地域別に分かれてのブロック割はとても良かったと思います。生まれて育った土地に詳しい方から貴

重な情報を頂きました。防災は地域の人とのつながりが大切だと思いました。 

 

◆各地域に分かれ避難行動をとる目標が確認でき地震時の防災も合わせて行うとよい。班分けが地域で

あったので、交流の場となりよかった。 

 

◆とても解りやすく身近な問題として学び、実際に準備するもの避難経路を確認できとても良かったで

す。講座を受け最高でした。 

学生のふりかえり より 


